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中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
は
、

健
全
な
農
業
・
農
村
を
維
持
・
継
続
し

て
い
く
た
め
に
、
高
齢
化
進
行
地
域
や

農
地
が
急
傾
斜
地
で
あ
っ
た
り
、
地
形

的
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形
で

あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
農
地
を
有
す
る
集
落
が
集

落
協
定
を
締
結
し
、
農
業
生
産
活
動
や

保
全
活
動
を
行
う
場
合
に
、
５
年
間
に

わ
た
っ
て
交
付
金
を
当
該
集
落
に
交
付

す
る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
は
８
地
区
が
こ
の
制
度
を
活

用
し
、
協
定
参
加
者
の
創
意
工
夫
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
農
村
環
境
や

景
観
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
集

落
を
基
礎
と
し
た
営
農
組
織
の
育
成
な

ど
、
自
律
的
か
つ
継
続
的
な
農
業
生
産

活
動
な
ど
の
体
制
整
備
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
白
川
犬
卒
都
婆
地
区
に

お
い
て
乾
燥
機
３
台
、
も
み
す
り
機
１

台
、
乗
用
コ
ン
バ
イ
ン
１
台
を
備
え
た

ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

約
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
稲
の
刈
り
取
り
お

よ
び
約
７
０
０
俵
の
米
の
乾
燥
調
整
が

受
託
さ
れ
ま
し
た
。

■
本
市
に
お
け
る
該
当
地
域

●
通
常
地
域
（
地
域
振
興
立
法
の
指
定

地
域
）

　

小
原
地
区

※
特
定
農
山
村
地
域
に
お
け
る
農
林
業

な
ど
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
整
備

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
４

項
の
規
定
に
基
づ
き
指
定

●
特
認
地
域（
宮
城
県
知
事
が
自
然
的
・

経
済
的
・
社
会
的
条
件
が
不
利
な
地
域

と
し
て
指
定
）

　

越
河
地
区
、
斎
川
地
区
、
大
鷹
沢
地

区
、
白
川
地
区
、
福
岡
地
区

●
平
成
18
年
度
交
付
金
交
付
状
況

　

平
成
18
年
度
に
交
付
金
を
交
付
し
た

市
内
の
集
落
と
交
付
金
額
は
次
表
の
通

り
で
す
。
交
付
金
の
総
額
は
、
約

１
、８
０
０
万
円
、
交
付
し
た
集
落
は

８
集
落
で
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
の
負
担
割
合
は
、
通

常
地
域
の
場
合
は
国
が
２
分
の
１
、
県

と
市
が
４
分
の
１
、
特
認
地
域
に
あ
っ

て
は
国
、
県
、
市
そ
れ
ぞ
れ
が
３
分
の

１
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
集
落
協
定
に
基
づ
き
総
額

の
約
２
分
の
１
以
上
を
水
路
・
農
道
な

ど
の
維
持
管
理
や
農
地
・
農
村
の
有
す

る
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
、
集

落
の
活
性
化
の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
残

り
の
交
付
金
は
、
現
に
農
地
を
維
持
管

理
す
る
こ
と
と
な
る
農
地
の
耕
作
者
に

面
積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
農
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

宮
城
県
で
は
、
昭
和
53
年
６
月
12
日

に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓

に
、
６
月
12
日
を
「
県
民
防
災
の
日
」

と
定
め
ま
し
た
。
本
市
で
も
例
年
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
に
対
す
る

備
え
と
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
３
月
の
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
、
最
近
地
震
や
津
波
の
報
道
に
接
す

る
機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
本
全
体

で
地
震
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
前
回

の
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
29
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
い
つ
地
震
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
地
震
以
外
で
も
異
常
気
象
に

よ
る
季
節
は
ず
れ
の
豪
雨
や
、
市
内
各

所
で
被
害
を
も
た
ら
し
た
今
年
２
月
の

暴
風
な
ど
、自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
昨
年
度
ま
で
に
本
庁
舎
や

優
先
避
難
場
所
で
あ
る
市
内
全
小
中
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
終
え
、
災
害
時

備
蓄
品
の
整
備
や
職
員
の
防
災
体
制
構

築
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
被
害
の

低
減
に
は
個
人
や
家
庭
、
地
区
の
防
災

意
識
向
上
や
防
災
対
策
の
推
進
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
危
険
個
所

の
確
認
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
や

家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
は
行
っ
て
い
ま

す
か
？　

住
宅
や
塀
な
ど
の
耐
震
性
は

大
丈
夫
で
す
か
？　

平
常
時
の
こ
う
し

た
「
自
助
」
へ
の
備
え
が
、
災
害
時
に

自
分
や
家
族
、
地
区
の
人
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
震
へ
の
備
え
に
当
た
っ
て
は
、
先

月
号
の
広
報
し
ろ
い
し
に
掲
載
し
た
木

造
住
宅
耐
震
対
策
事
業
や
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
内
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事

業
、
家
具
の
転
倒
防
止
支
援
な
ど
の
活

用
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
「
自
助
」
の
体
制
を
整
え
た
な
ら
、

も
う
一
歩
進
ん
で
「
共
助
」
の
精
神
で

「
地
域
で
の
対
応
・
協
力
体
制
＝
自
主

防
災
組
織
」
の
設
立
・
活
動
を
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
直
後
は

市
役
所
や
警
察
、
消
防
な
ど
の
手
が
回

ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
の

初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
活
躍
が
被
害
低
減
の
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
一
昨
年
秋
に
各
地
区
で
行
っ
た

地
域
防
災
懇
談
会
以
降
、
市
内
の
自
主

防
災
組
織
は
徐
々
に
増
加
し
て
お
り
、

今
年
４
月
末
現
在
の
組
織
数
は
36
組
織

で
、
自
治
会
数
で
は
37
自
治
会
、
市
内

自
治
会
総
数
に
対
す
る
割
合
は
32
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
組
織
化
に

向
け
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
も

複
数
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
見
る
と
ま
だ
ま

だ
組
織
率
は
低
い
の
が
実
情
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
考
慮
し
、本
市
で
は「
白

石
市
自
主
防
災
組
織
補
助
金
交
付
要

綱
」
を
定
め
て
防
災
備
品
整
備
に
補
助

を
行
っ
て
組
織
の
設
立
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
か
ら
は
自
主
防
災
組

織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
の
組
織
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。
情
報

は
広
報
し
ろ
い
し
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

質
問
や
疑
問
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
市
庁
舎
１
階
の
生
活
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

過
去
多
く
の
人
命
・
財
産
を
奪
っ
て
き

た
地
震
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

迫
り
来
る
宮
城
県
沖
地
震
へ
対
応
す
る

た
め
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火

訓
練
、
救
出
救
護
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
10
日（
日
）８
時
30
分
〜

※
小
雨
決
行

●
場
所　

斎
川
小
学
校

※
当
日
の
８
時
30
分
過
ぎ
に
斎
川
公
民

館
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▲美しく広がる棚田（小原・塩倉地区）。何世代にもわたって受け継がれてきた貴重な財産です。

問農林課　問農林課　0022-125322-1253

豊かな農村を維持していくために豊かな農村を維持していくために
～平成18年度中山間地域等直接支払制度の実施概要～～平成18年度中山間地域等直接支払制度の実施概要～

▲共同で農作業を行う人 （々福岡・上原地区）

白川犬卒都婆地区の

▲

ミニライスセンター

▲

▲

白川犬卒都婆地区のミニラ
イスセンターに設置された乾
燥機（写真上）と乗用コンバ
イン（写真左）

地区名 集落名
（協定集落名）

交付金の対象と
なった農地面積 交付金 主な取り組みの内容

小　原

大熊 54,053㎡ 978,060円
・担い手への農作業の委託
・交付金の交付対象とならない
農家との連携した活動

塩ノ倉 149,890㎡ 3,068,590円・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

中北 127,505㎡ 2,677,605円
・機械や農作業の共同化
・自然生態系の保全に関する学
校教育との連携した活動

沼田 65,821㎡ 1,382,241円・担い手への農作業の委託・非農家との連携した活動

大鷹沢
稲荷堂 52,706㎡ 1,106,826円・機械や農作業の共同化・他集落との連携した活動

唐竹 22,313㎡ 217,049円・機械や農作業の共同化・他集落との連携した活動
白　川 犬卒都婆 342,485㎡ 5,905,772円・集落を基礎とした営農組織の育成
福　岡 上原 139,754㎡ 2,704,344円・担い手への集積化
合　計 ８集落 954,527㎡ 18,040,487円

▲昨年10月15日に越河小学校で行われた土砂災害防災訓練。日ごろからの備えがいざというとき役に立ちます。

自主防災組織の役割
●災害に備えるための日ごろからの活動

●災害発生時に、人命を守り被害の拡大を防ぐ行動

平常時

災害時

地域内の安全点検
防災知識の普及・啓発

防災訓練

初期消火
避難誘導
救出・救助

情報収集・伝達
避難所の管理・運営

「
自
助
」
の
災
害
対
策

「
共
助
」
の
自
主
防
災
組
織

平
成
19
年
度

白
石
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

問生活環境課　問生活環境課　0022-131422-1314


